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成 果 

特 色 ●本校では、「希望（期待）と感動（体験・成果）と歓声（喜び）のあ
る学校」を目指し、教育活動を進めている。その中で、外部講師を招
聘し専門的な指導を受ける「本物に触れる交流体験」も重視し実施し
てきた。今年度は、埼玉県体力課題解決研究の指定を受けていること
から、体育に関する体験授業を多く実施した。 

・ラジオ体操教室（全学年）・サッカー教室（３・４年） 
・投力教室（１・２・５年）・浦和レッズハートフルクリニック（６年） 

 

令和６年度 

●専門的な指導を受けたり、指導者の手本を見たりすることで、児童
の憧れの気持ちや「自分もできるようになりたい」という意欲を高
めることができた。 

●児童の技能が向上し、全国ラジオ体操コンクールにおいて、銀賞（１
チーム）と優秀賞（２チーム）を受賞することができた。 

「本物」に触れる交流体験 

●苦手なのでいやだなと思っていたけど、先生がやさしく教えてくれ、
友達と協力しながら楽しくできた。（サッカー教室） 

●先生の動きが、自分たちがふだんやっているものと全然ちがってび
っくりした。教えてもらったことをこれからも続けていき、コンク
ールに向けてがんばりたい。（ラジオ体操教室） 

全学年 


